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巻頭言 
こんな楽しいゲームは、他になし 
                   浅川囲碁同好会 副会長 梶原和夫 
         

の囲碁との出会いは、職場の上司が休憩時間に碁を打っているのを見様見真似でルールも知らず

に仲間と楽しみました。ちなみにルールは、きわめて簡単のようでした。上司が取っていた日本

棋院「囲碁クラブ」を盗み読みして遂次覚えました。そんな中、上司より①次の三手 ②これが解けたら

初段 ③布石のテクニック ④中盤戦のテクニック ⑤ヨセのテクニックの五冊を頂き、それをいまだ

に読んでいます。 

記憶では、上司曰く「初段くらいの腕かな」と言っていましたので、この時点で置かず打てたので１、

２級位と思われます。会社人間で退職後、地域との関わりのない中、浅川囲碁同好会会長に勧められ、

一つ返事で入会し、日曜日の例会、研修会に入会して日本棋院ワールド会員にもなりました。 

ＮＨＫの囲碁フォーカスを録画して、プロの棋譜を並べて見る日々。又、活きいき大会はじめ、八碁

連主催の大会には、ほとんど参戦して、二年間で運よく五段に昇進し、八碁連はバブルである事は認識

していますが、嬉しいものです。 

一方では、浅川小学校「あさっ子囲碁教室」の指導員として参加し、印象的な出来事は美人棋士吉原
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由香里先生を招いて、５・６年生全員（約 200名）で体育館での囲碁教室は圧巻で、囲碁に興味を持つ

子ど達が増えることを望みました。また、年２回の一泊囲碁旅行、他の地域との対抗試合、囲碁の日(1

月 5日)日本棋院主催の会にも参加しました。囲碁でいろいろの方と出会いがあり、老後の楽しみが増え

ました。同じ地域に住む前会長のお陰と感謝しています。コロナ禍で二年間は囲碁を打つ機会が激減、

憎きコロナ早期収束を祈るばかりです。      

 

令和 3年度 第 12回理事会報告 
 日時：令和 4年 3月 26日 9時～11時 30分 

 場所：東浅川保健福祉センター 

 出席者：成田 武中 宮崎 南 池田 森田 金本 菅井 多田 (議事録作成) 庄司理事は体調不良

のため欠席  

会長報告 

・ 定例総会終了 

・ 鈴木信義氏、信江 峻氏より退任記念品受領の礼状 

  （鈴木様より八碁連の益々の発展を祈念とあり） 

・ 研修会と理事引継ぎ終了 

・ 各部門の会計報告終了  資料参照 

・ 八碁連だよりの印刷部数の調査報告 

・ 青少年囲碁案内人連絡会幹事会終了 

・ 大和田同好会より初心者教室への補助金１万円の利用報告提出済み 

・ 多摩地区市町対抗囲碁団体戦事務長で調布囲碁連盟事務局長の遠藤和宏様より、八碁連新役員との会 

 合を持ちたいとの連絡で、4月 23日土曜日午後でどうかとの打診あり 

・ 理事のグループアドレスに新理事の追加と退任理事を削除する件の報告 

各理事報告  特になし 

議案討議事項 

1 令和４年度の会員名簿の作成  同好会長へ 3月 28日まで宮崎会長へ提出を依頼済み 

 名簿ファイルにはパスワードをつけ、別便で送る。提出された名簿をもとに池田副会長が作る。 

2 多摩地区市町対抗囲碁団体戦の八碁連事務局に池田、森田両理事の就任を要請し了承された。 

3 調布囲碁連盟遠藤和宏様からの要望にそって、八碁連新役員らとの会合を４月 23日（土）午後１時

から創造活動室において開く。宮崎会長から遠藤様にその旨連絡し、あわせて関係者に CC で会合の開

催を伝える。 

4 青少年囲碁案内人連絡会の事務局に金本理事に就任を要請し了承された。 

5 子ども囲碁大会（６月 26日）の準備を始める 

  ・囲碁案内人に連絡する 

  ・八碁連だより５月号に掲載する 
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  ・八王子市広報に掲載を依頼する（池田理事） 

  ・ホームページに掲載する 

  ・募集要綱は池田理事が作成する 

6 外部組織への八碁連だより配付などの担当は次回の理事会で決める。 

7 青少年囲碁案内人全員の氏名とメルアドを成田会長から宮崎新会長へ送る。 

  なお、青少年囲碁案内人幹事のアドレスはすでに理事に伝えてある。 

8 新年度の理事会は第四土曜日午前 9時半から始める。 

      

    

 活きいき囲碁大会の予定です。 
 

 八王子囲碁ファン待望の囲碁大会を開きます。下記要領にて参加者募集をおこないます、たくさんの

参加申込をお待ちします。      
■ 中野大会  
 開催日 令和４年５月 29日（日） 

 受付 午前９時から 9 時 30分開始  

 会場 中野市民センター  TEL 627-622 

 参加費用 1,000 円（昼食付）/人 

 申込先 各同好会長経由→中野囲碁同好会長 宮崎 洋 

  メール：hiroshivegas777@gmail.com でお願いします。 

   参加者氏名、段級位、所属同好会名を連絡ください。 

 申込期限 ５月１５日（日）迄に(欠席等、変更は大会前日

までに) 

 コロナ蔓延等で、中止の場合、5月１５日迄に連絡します 

 参加資格 ワクチンブースター接種 3回終了者、検査での陰性者(本人責任) 

  八碁連会員  コロナ対策マスクを忘れずに！    

     

 ■大和田大会       

  開催日 令和４年６月 12日（日） 

  受付 午前９時から 9 時 30分開始 

  会場 大和田市民センター TEL 645-8980 

  参加費用 1,000 円（昼食付）/人 

  参加資格 八碁連会員、級位者に限る 

  申込先 各同好会会長経由→大和田同好会会長 成田 滋 

  メール：shigerunarita@gmail.com でお願いします。 
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  参加者氏名、級位、所属同好会名を連絡ください。  

  その他  会場は駐車スペースが少ない為、できるだけバスでご来場ください。 

 

令和４年度 大会開催計画 
 今年度の八碁連の大会の日程と場所です。計画の変更があるかもしれません。 
(１) 第 30回活きいき囲碁地区大会（後援：八王子市、八王子市教育委員会、日本棋院） 

 令和４年 4月３日(日) 浅川囲碁同好会 中止 

 令和４年４月 24日(日) 恩方 〃      中止 

 令和４年５月８日(日) 元八王子 〃 中止 

 令和４年５月 29日(日) 中野 〃 中野市民センター  627-6221 

 令和４年６月 12日(日) 大和田 〃 大和田市民センター 645-8980 

 令和４年７月３日(日) 石川 〃 石川市民センター  642-0220 

 令和４年 7月 24 日(日) 台町 〃  台町市民センター   627-3808 

 令和４年９月４日(日) 南大沢 〃 由木中央市民センター  676-8123 

 令和４年９月 25日(日)     長房 〃  長房市民センター  664-4774 

 令和４年 10月 9日(日) 川口 〃 川口市民センター  654-0722 

 

(2) 第 9回八王子市子ども囲碁大会（後援：八王子市 八王子市教育委員会 日本棋院） 

 令和４年 6月 26日（日） 八王子囲碁連盟 

 協賛：東浅川保健福祉センター 東浅川保健福祉センター 

 注）参加資格者は八王子市内に在住、在学する小・中学生 

 

(3) 第 7回級位認定囲碁大会 (八碁連共催、後援:八王子市 日本棋院)  

 令和 4年 7月 31（日）級位者 日本棋院八王子囲碁連盟支部 東浅川

保健福祉センター 

   

(4) 第 2回ペア碁囲碁大会 (八碁連共催、後援:八王子市 日本棋院)  

  令和４年８月 14日(日) 八碁連支部 東浅川保健福祉センター 

  

(5) 第 72回八王子市民文化祭囲碁大会（後援：日本棋院） 

  令和４年 11月 3日(木)文化の日  

  主催：八王子市民文化祭実行委員会・八王子市・(公財)八王子市学園都市文化ふれあい財団 

  協賛：八王子文化連盟、 

  主管：八王子囲碁連盟 

  注) 参加資格者は八王子市在住者、市内に在勤する者、市内に在学する者。 
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(6) 第 32回八碁連囲碁大会（後援 日本棋院、八王子市） 

  令和４年 11月 13日（日） 三段以上 東浅川保健福祉センター 

  令和４年 11月 27日（日） 二段以下 東浅川保健福祉センター   

 

(7) 第 22回八碁連棋聖大賞囲碁大会  

  未定 八王子囲碁連盟 東浅川保健福祉センター 

   

(8) 第 28回八碁連タイトル囲碁大会（後援 日本棋院、八王子市） 

  令和５年 2月５日（日） 東浅川保健福祉センター 

 

(9) 第２回八碁連女性囲碁大会（後援 日本棋院、八王子市） 

  令和５年 2月 19日(日)予定 東浅川保健福祉センター 

   

日本棋院八碁連コーナー 令和３年度の支部活動報告  
                                     日本棋院八碁連支部 常任幹事 南 正一郎 
 

 令和 3年度の日本棋院の普及事業報告書によれば、長引くコロナ禍の影響もあり、前年に引き続き財

政状況は大変厳しい状況にあるようです。昨年 9 月現在の会員数は 21,650 名と前年度を 13％も下回

りました。小林理事長のもと、「日本棋院の抜本的改革」を柱として囲碁普及事業を推進し囲碁界を盛り

上げていくことを期待します。 

 プロ碁界では、年初の棋聖戦で 9 連覇を達成した井山裕太九段が本因坊戦では本因坊 25 世治勲以来

二人目の 10 連覇を見事に達成しました。棋聖戦では一力遼九段が 9 連覇を続けていた井山裕太九段を

降した七番勝負は大変見応えがありました。若手棋士

ではタイトル初挑戦の関航太郎七段(当時)が一力遼天

元を降し、初タイトルを獲得しました。女流碁界では

藤沢里奈女流本因坊や上野愛咲美女流棋聖が活躍し

存在感を示しています。 

 次に八碁連支部の状況につき報告致します。 

大会については、7月に予定していた第 7回級位認定

囲碁大会及び 8 月に予定していた第 2 回ペア碁大会はコロナ禍により中止しました。11 月には幸いに

してコロナ禍も小康状態になり、八碁連大会と同時開催で熊丰七段、知念かおり六段の指導碁を開催し、

24名の方が受講されました。 

 受講された方や知念かおり六段より感想文を寄せていただき、「八碁連だより」に紹介いたしました。
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また、吉澤實八段、三島敏明七段を講師とする囲碁研究会は、初段以上の会員の参加に衣替えし、30

回実施しました。 

 前年度に支部会員増、支部ポイント増を目指して次の 4項目を進めることにしました。 

1. 新規支部会員(日本棋院会員)の獲得  

2. 日本棋院会員の支部会員への移行 

3. ネット碁の「幽玄の間」会員や「情報会員」の支部への登録 (支部会員である制約はない) 

4. 普及指導員の支部への登録 (支部会員が条件)です。 

 結果は 4月 4日時点で支部会員は 9名増の 47名で、ネット碁「幽玄の間」会員や普及指導員の支部

への登録を加えて、ポイントは 70ポイント増の 220ポイントと大幅にアップしました。ご協力に大変

感謝します。(棋士特別派遣等の特典を利用するには 150ポイント以上が必要です。) また、月刊誌「囲

碁未来」が発行部数の減少により今年 3月で廃刊となりましたが、ほとんどの方が「碁ワールド」等へ

の種別変更で継続して下さいました。ありがとうございます。「碁ワールド」の内容も「囲碁未来」で好

評であったプログラムを折り込んだ新鮮な内容となり充実しています。 

 次に令和 4年度の計画につきましては、宮崎新支部長のもと、例年どおりの「級位認定囲碁大会」「ペ

ア碁大会」を計画し、「囲碁研究会」は毎月の第 1、第 3 木曜日に開催します。上記 4 項目は日常活動

として継続してやっていきます。ご協力のほどよろしくお願いします。尚、平成 4年度の総会につきま

しては、前年度同様、八碁連会長(兼支部長)により、3月 31日付けの書類決済としました。総会資料を

ご所望の方はご連絡いただければ送ります。 

 特記事項としては、成田前支部長が「週刊碁」と「月刊碁ワールド」に八王子の子ども囲碁教室の状

況を投稿し全国に発信しました。また、小生、南が八碁連支部の推薦により令和 3年度の日本棋院普及

活動賞を受賞しました。身に余る思いです。今後も微力ながら活動を続けたいと考えています。  

                                  以上 

 

お詫びと訂正        
八碁連だより４月号で、役員紹介の欄で三島敏明氏の電話番号に間違いがありました。

訂正してお詫び申し上げます。 記載電話番号 657-7650 →正 657-3447 

 

好評だった多田理事の編集した「八碁連だより」を楽しみにしていた人は多勢いました。

任期の１年間、大変お疲れ様でした。代わりまして私が担当いたします。まったくの素

人で不安ですが、前任者同様宜しくお願いします。鏡（表紙）に載せた花は私の誕生日

(±１日)に、一日だけ咲く花で、サボテンですが正式な名前は分かりませんが、気にいっ

ていますので紹介させて頂きました。今年は新コロナまん延はゴメン被りたい、健康第一で頑張りまし

ょう。大会には全員で参加する事にしましょう。（菅井勝男）  


